
【 政策名 】 【 施策名 】 【 事業名 】 【 事業費 】

（千円）

施策関連事業 22,226 

犯罪の起きにくい社会づくりの
推進

交通死亡事故の抑止
交通事故抑止に資する交通
指導取締りの推進

交通指導取締活動事
業

22,226

被害者支援の推進

資料３





Ⅲ　政策を構成する施策の推進状況及び評価結果

1

（様式１）

政 策 評 価 調 書

令和３年度における政策評価

秋田県公安委員会　秋田県警察本部長

評価実施者 秋田県公安委員会　秋田県警察本部

評 価 対 象 交通死亡事故の抑止

評 価 時 期 令和３年７月

Ⅰ　政策を取り巻く治安情勢

Ⅱ　政策の目的

　施策推進の基本及び取組

政   策   名 交通死亡事故の抑止

　令和２年中に県内で発生した交通事故は、発生件数が1,377件（前年比137件減少）、死者数
は37人（前年比３人減少）、負傷者数は1,655人（前年比175人減少）であった。一方、高齢死
者数については26人（前年比１人減少）と全死者数の70.3％を占めており、平成25年以降８年
連続で全死者数に占める割合が６割を超えている。
　当県の高齢化率は37.9％（令和２年７月１日現在・県発表）であり、今後も更なる高齢化が
進むものと予想される。また、県内の運転免許保有者数が減少している中において、高齢運転
者の占める割合は30.7％（令和２年12月末現在）と年々増加（前年同期比１ポイント増）して
いる。

　高齢者対策を最重点とする総合的な交通事故防止対策を推進し、「歩行者ファースト」等交
通安全意識を確立するための交通安全教育や広報啓発活動、交通事故抑止に資する交通指導取
締り、交通安全施設等の整備・拡充による安全で快適な交通環境の整備等により、交通事故の
ない「安全で安心な秋田県」の実現を目指す。

(1) 施策の基本
　　高齢者の交通事故防止対策を重点的に推進するほか、重大交通事故に直結する飲酒運転や
　著しい速度超過等の悪質性、危険性、迷惑性の高い違反の指導取締りを推進する。また、道
  路管理者と連携した危険箇所対策のほか、道路・交通事情の変化に応じた信号機の新設・改
　良、道路標識・道路標示等の設置など交通安全施設の整備を充実させるとともに、高齢者に
  優しい安全で快適な道路交通環境を構築する。
(2) 取組
　ア　高齢者対策を最重点とする総合的な交通事故防止対策の推進
　イ　交通事故抑止に資する交通指導取締りの推進
　ウ　安全で快適な交通環境の整備
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2

目標 515 470 425 380 380
実績 502 454 403 389
達成率 102.6% 103.5% 105.5% 97.7%
目標 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000
実績 2,498 2,186 1,870 1,692
達成率 80.1% 91.5% 107.0% 118.2%
目標 630 630 630 630 630
実績 630 630 630 630
達成率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
目標
実績
達成率

目標
実績
達成率

3

事業数 必要性 有効性 緊急性 総合評価

1 1 Ａ Ａ Ａ Ａ

2 1 Ａ Ａ Ａ Ａ

3 2 Ａ Ａ Ａ Ａ

4

5

4

　数値目標及びその達成状況

　施策の評価結果

推進状況 施策評価の結果

　　事業費　（千円）

高齢者対策を最重点とする総合的な交
通事故防止対策の推進 35,337
交通事故抑止に資する交通指導取締り
の推進 22,226

安全で快適な交通環境の整備 1,073,155

　施策の推進状況

各施策の指標 指標 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3
直近の
達成率

高齢者対策を最重点とする総合的な交
通事故防止対策の推進
（交通事故高齢死傷者数の減少）

97.7%

交通事故抑止に資する交通指導取締り
の推進
（交通事故死傷者数の減少）

118.2%

安全で快適な交通環境の整備
交通安全施設（信号制御機、信号灯
器、信号柱）の維持管理数

100.0%

施　　　策　　　名

(1)　高齢者対策を最重点とする総合的な交通事故防止対策の推進
　ア　高齢者安全・安心アドバイザーの高齢者世帯の戸別訪問による交通安全指導状況
　　　令和２年度中、高齢者世帯24,688世帯を訪問し、高齢者32,877人と面接して交通安全指
　　導を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　イ　高齢者安全・安心アドバイザーの交通安全教室実施状況
　　　令和２年度中、高齢者対象の交通安全教室を115回実施し、受講高齢者3,978人に対して
　　交通安全指導を実施した。
　ウ　交通事故を複数回起こした高齢運転者に対し、交通警察官が直接高齢者宅を訪問して交
　　通安全指導を行っている。
　エ　運転免許を返納しやすい環境を整備するため、運転免許センターに日曜返納窓口の開設
　　や警察署員の訪問による運転免許の返納受理、代理人による申請の受理及び全県の交番
　　・駐在所における運転免許の自主返納の受理を行っている。また、運転免許証自主返納者
　　の生活支援の充実を図ることを目的に、市町村の地域包括支援センターと運転免許自主返
　　納者等に関する情報共有を図っている。
　オ　運転免許を返納しやすい環境を整備する中で、警察署長等が地域公共交通活性化協議会
　　に参画し、高齢運転者の交通事故概要のほか、高齢者の運転免許返納状況等について説明
　　するなど、情報共有（提供）を図っている。
　カ　運転免許センター内の運転適性相談窓口に専門的知識を有する医療系専門職員を配置し
　　運転免許を更新する高齢者やその家族の相談に応じ、認知機能や運転機能の低下など、運
　　転に支障が出る症状の早期に努めている。

(2)　交通事故抑止に資する交通指導取締りの推進
　ア　県民の安全・安心を脅かす交通事故に直結する悪質性、危険性及び迷惑性の高い違反に
　　重点を置いた指導取締りを推進した。
　イ　飲酒運転や交差点関連違反等の取締りを恒常的に実施したほか、道路横断中の子供や高
　　齢者が犠牲になる事故を抑止するため横断歩行者妨害違反の取締りを強化した。
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Ⅳ　政策の推進状況に関する県民意識

Ⅴ　政策の評価

総合評価

1

　交通事故は県民の生命、身体及び財産に重大な被害を与えるものであり、日常生活の中にお
いて誰もが当事者になり得ることから県民の関心も高く、高齢者安全・安心アドバイザーから
交通安全指導を受けた高齢者が、友人を誘い交通安全講習会に参加するなど、高齢者相互の交
通安全意識の高揚も図られている。また、交通指導取締りについては、飲酒運転や妨害運転
等、悪質・危険性の高い違反に対する指導取締り要望も多い。さらに、施設面においては、高
齢者、子供、障害者等の交通弱者にも分かりやすく安全に利用できる信号機や道路標識の整
備、横断歩道等の道路標示の整備が求められている。

　政策の推進状況

　ウ　交通事故発生実態等を分析し、分析結果を踏まえた効果的な指導取締りを推進したほか
　　高齢者対策、シートベルト・チャイルドシートの着用の啓発、夕暮れ時における交通事故
　　抑止対策の強化等各種施策を展開し交通事故の総量抑制を図った。
(3)　安全で快適な交通環境の整備
　ア　あきた公共施設等総合管理計画に基づき、計画的な交通安全施設の維持管理を行った。
　イ　電球式信号灯器の経済負担軽減や視認性向上を図るため、ＬＥＤ灯器への更新を推進し
　　た。
　ウ　降雪期における信号機の視認性を確保するため、着雪防止型信号灯器の整備を推進し
　　た。
　エ　住民要望等を踏まえ、真に必要な交差点等に対し、信号機を設置した。

　高齢者安全・安心アドバイザーが高齢者宅を戸別訪問して行う交通安全指導や参加・体験・
実践型の交通安全教育等に関しては、新型コロナウイルスの感染拡大防止に配意しながら開催
するなど、高齢者に対するきめ細かな交通安全教育活動を推進するも、新型コロナウイルスに
よる緊急事態宣言を受け、その活動が制限されたことから、訪問活動実績は前年比で大幅に減
少した。
　交通指導取締りについては、県民の安全・安心を脅かす重大交通事故に直結する悪質性、危
険性及び迷惑性の高い違反に重点を置き、交通取締資機材等を効果的に活用しながら推進し
た。
　交通環境の整備については、交通安全施設の老朽化を原因とする機能停止に伴う交通事故、
信号灯器や信号柱の倒壊など、県民生活に多大な影響を及ぼす事案を未然に防止するため、計
画的な交通安全施設の維持管理に努めた。

Ａ　目標達成 Ｂ　目標を８割以上達成 Ｃ　目標達成が６割以上８割未満 Ｄ　目標達成が６割未満
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2

Ⅵ　政策評価委員会の意見

（政策評価委員会に対して諮問する政策のみ記載）

　課題と今後の推進方向
　令和２年中における交通事故発生状況は発生件数、死者数、負傷者数は前年と比較してそれ
ぞれ減少し、発生件数と負傷者数は現行の統計方式を採用した昭和41年以降最も少ない数値と
なったが、全交通事故死者数に占める高齢死者数の割合は、平成25年以降８年連続で６割を超
える結果となった。引き続き高齢者対策を最重点とした交通事故防止対策をはじめ、「歩行者
ファースト」等交通安全意識を確立するための交通安全教育と広報啓発活動、交通事故抑止に
資する交通指導取締り、安全で快適な交通環境を整備するなど、総合的な交通事故防止対策を
推進する。
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（様式２）

令和３年度における施策評価

担当

Ⅰ　施策の内容

１　施策目的

Ⅱ　施策の推進状況

１　施策の指標

R３
直近の
達成率

2,000 

２　事業の概要

必要性 有効性 効率性

1
補助
県単

Ａ Ａ Ａ

３　施策の推進状況

施策評価調書　

政 策 名 交通死亡事故の抑止

施 策 名 交通事故抑止に資する交通指導取締りの推進

幹 事 部 名 交通部 交通指導課

評価の実施時期 令和３年６月

施策の指標 指　標 Ｈ２９ H３０ Ｒ１ Ｒ２

目　標 2,000 2,000 2,000 2,000

実　績 2,498 2,186 1,870 1,692

達成率 80.1% 91.5% 107.0% 118.2%

評　　価　　結　　果

１次評価

総合評価

交通指導取締活動事業 交通指導課 Ａ

  交通事故に直結する飲酒運転や著しい速度超過等の悪質・危険性の高い違反の指導取締りを推進することにより、第10次秋田
県交通安全計画の目標である死傷者数2,000人以下を目指す。また、県民が要望する迷惑性の高い違反を取り締まるため、交通
指導取締資機材等の整備・更新を計画的に推進する。

県内の交通事故死傷者数

118.20%

番
号
事　業
コード

事業名 担当部課名
事業　
開始　
年度

事業　
終了　
年度

補助　　　
・　　　　
県単

１　県民の安全・安心を脅かす交通事故に直結する悪質性、危険性及び迷惑性の高い違反に重点を置いた指導取締りを推進し
　た。

２　飲酒運転や交差点関連違反等の取締りを恒常的に実施したほか、道路横断中の子供や高齢者が犠牲になる事故を抑止する
　ため横断歩行者妨害違反の取締りを強化した。

３　交通事故発生実態等を分析し、分析結果を踏まえた効果的な指導取締りを推進したほか、高齢者対策、シートベルト・チャ
  イルドシート着用の啓発、夕暮れ時における交通事故抑止対策の強化等各種施策を展開し交通事故の総量抑制を図った。　
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Ⅲ　施策を取り巻く治安情勢

Ⅳ　施策の評価（各観点）

（１）必要性

　Ａ：「高い」、Ｂ：「普通」、Ｃ：「低い」

（２）有効性

　Ａ：「高い」、Ｂ：「普通」、Ｃ：「低い」

（３）緊急性

　Ａ：「高い」、Ｂ：「普通」、Ｃ：「低い」

Ⅴ　総合評価

施策の幹事部長による評価

Ⅵ　評価の反映状況

Ⅶ　政策評価委員会の意見 （政策評価委員会に諮問する施策のみ記載）

評価の結果 補足説明

評価の結果 補足説明

評価の結果 補足説明

総合評価 総合評価の判定理由

　令和２年中は、人身交通事故の件数、負傷者とも現行の統計方式を採用した昭和41年以降で最少となった。死者数は37人で前
年と比較して減少したが、うち高齢者が26人と全死者数の70.3%を占めている。飲酒運転を伴う交通事故は減少傾向にあるが死
亡事故も発生しており、その根絶には至っていない。

Ａ

　県民を悲惨な交通事故から守るため、交通指導取締資機材を効果的に活用した街頭における交通指導取締り活動
を継続して推進する必要がある。

Ａ

　交通指導取締資機材等を充実させ、積極的に活用することで、飲酒運転や速度超過等の悪質性、危険性及び迷惑
性の高い違反を効果的に取り締まることが可能であり、交通事故抑止に資する交通指導取締りには有効である。

Ａ

　連日発生する交通事故は、県民にとって身近な不安要素であり、交通事故の被害から県民を守り、県民が安全と
安心を実感するためには、交通指導取締り活動を継続して推進する必要があることから、緊急に交通事故を抑止す
る必要性が認められる。

　県民からの取締り要望が多く、重大交通事故に直結する悪質性、危険性及び迷惑性の
高い違反に重点を置いた指導取締りを交通取締資機材等を効果的に活用し実施した。
　各種交通事故抑止対策と連動し、交通指導取締り活動を推進した結果、前年と比較し
て人身交通事故件数、死者数、負傷者数とも減少した。
　また、街頭で活動する警察官の受傷事故防止資機材の継続的な整備を行う必要性が認
められる。

Ａ　「着実に推進」

Ｂ　「改善を図りながら推進」

Ｃ　「見直しが必要」
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さ
れ

る
交

通
取

締
管

理
簿

、
警

察
へ

の
要

望

 
③

ニ
ー

ズ
の

具
体

的
内

容

７
．

事
業

の
全

体
計

画
及

び
財

源

事
業

内
訳

ｺ
ｰ
ﾄ
ﾞ

事
業

項
目

左
　

　
の

　
　

説
　

　
明

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

全
体

（
最

終
）

計
画

予
算

額
（

千
円

）
4
2
,
0
6
7
 

4
9
,
1
8
4
 

2
4
,
7
6
4
 

2
3
,
8
2
5
 

2
2
,
2
2
6
 

国
庫

補
助

金
8
,
7
3
4
 

1
0
,
0
8
3
 

6
8
6
 

6
8
6
 

6
9
9
 

県
債

そ
の

他
9
,
6
0
1
 

1
2
,
9
5
0
 

1
3
,
8
6
0
 

6
,
2
8
9
 

1
1
,
1
3
2
 

一
般

財
源

2
3
,
7
3
2
 

2
6
,
1
5
1
 

1
0
,
2
1
8
 

1
6
,
8
5
0
 

1
0
,
3
9
5
 

事
 
 
業

 
 
名

交
通

指
導

取
締

活
動

事
業

　
県

民
の

安
全

・
安

心
を

確
保

す
る

た
め

、
交

通
事

故
に

直
結

す
る

飲
酒

運
転

等
悪

質
性

、
危

険
性

及
び

迷
惑

性
の

高
い

違
反

の
取

締
り

を
適

正
か

つ
効

果
的

に
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

の
た

め
、

飲
酒

検
知

器
、

定
置

式
レ

ー
ダ

速
度

違
反

取
締

装
置

、
放

置
駐

車
違

反
管

理
装

置
等

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
取

締
り

資
機

材
・

シ
ス

テ
ム

の
定

期
的

な
更

新
を

要
す

る
。

　
減

少
傾

向
に

は
あ

る
も

の
の

、
飲

酒
運

転
を

伴
う

交
通

事
故

は
依

然
と

発
生

し
て

お
り

、
こ

の
撲

滅
の

た
め

、
飲

酒
検

知
器

の
適

性
維

持
が

不
可

欠
で

あ
る

。

　
交

通
事

故
抑

止
に

資
す

る
効

果
的

な
交

通
指

導
取

締
り

を
計

画
的

、
継

続
的

に
推

進
し

、
交

通
事

故
の

総
量

抑
制

及
び

交
通

死
亡

事
故

抑
止

を
目

的
と

す
る

。

　
暴

走
運

転
、

飲
酒

運
転

等
、

悪
質

性
、

危
険

性
及

び
迷

惑
性

の
高

い
違

反
の

取
締

り
に

つ
い

て
は

県
民

か
ら

の
強

い
取

締
り

要
望

が
あ

り
、

体
制

の
強

化
及

び
取

締
り

用
資

機
材

の
整

備
に

よ
り

県
民

の
要

望
に

応
え

る
必

要
が

あ
る

。
　

し
か

し
、

各
種

取
締

用
資

機
材

の
老

朽
化

が
著

し
く

、
破

損
や

故
障

が
多

発
し

て
い

る
現

状
で

あ
り

、
交

通
情

勢
の

変
化

や
県

民
要

望
に

応
え

る
の

が
困

難
な

状
況

で
あ

る
。

　
悪

質
性

、
危

険
性

及
び

迷
惑

性
の

高
い

違
反

の
取

締
り

を
効

果
的

に
行

う
た

め
、

取
締

資
機

材
を

適
正

に
配

分
し

活
用

す
る

。

①
指

摘
事

項

な
し

　
飲

酒
運

転
や

暴
走

車
両

等
、

悪
質

性
、

危
険

性
及

び
迷

惑
性

の
高

い
違

反
に

対
す

る
強

い
指

導
取

締
要

望
が

あ
る

。
②

指
摘

事
項

　
 へ

の
対

応

交
通

指
導

取
締

り
活

動
に

対
す

る
経

費

セ
ー

フ
テ

ィ
コ

ー
ト

、
矢

印
誘

導
板

、
ミ

ニ
ク

ル
ラ

イ
ト

、
セ

ー
フ

テ
ィ

コ
ー

ン
、

停
止

灯
、

発
煙

筒
等

3
,
6
8
5
 

3
,
6
7
1
 

3
,
9
8
9
 

2
,
6
6
5
 

2
,
2
6
5
 

同
上

物
品

購
入

（
可

搬
式

自
動

速
度

取
締

装
置

、
定

置
式

速
度

取
締

装
置

、
飲

酒
検

知
器

）
1
8
,
1
5
5
 

2
5
,
2
0
8
 

1
,
7
1
8
 

1
,
7
1
8
 

1
,
7
4
9
 

同
上

放
置

駐
車

違
反

管
理

シ
ス

テ
ム

等
（

放
置

駐
車

違
反

標
章

等
の

印
刷

製
本

、
放

置
駐

車
確

認
事

務
委

託
等

）
1
9
,
0
3
3
 

2
0
,
3
0
5
 

1
9
,
0
5
7
 

1
9
,
4
4
2
 

1
8
,
2
1
2
 

同
上

最
高

速
度

違
反

管
理

業
務

シ
ス

テ
ム

改
修

に
要

す
る

経
費

1
,
1
9
4
 

財 源 内 訳

受
益

者
一

般
県

民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
各

種
委

員
会

及
び

審
議

会
ヒ

ア
リ

ン
グ

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

そ
の

他
の

手
法

重
点

推
進

事
項

そ
の

他
の

事
業

実
施

又
は

継
続

改
善

再
検

討
又

は
縮

小
・
休

廃
止
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②
デ

ー
タ

等
の

出
典

③
把

握
す

る
時

期
月

評
価

の
対

象

 ①
年

度
別

の
目

標
値

（
見

込
ま

れ
る

効
果

）

 
③

把
握

す
る

時
期

月 月

８
．

事
業

の
効

果
を

把
握

す
る

た
め

の
手

法
及

び
効

果
の

見
込

み

指
標

名
県

内
の

交
通

事
故

死
傷

者
数

評
価

結
果

指
標

の
種

類
現

状
の

課
題

に
照

ら
し

た
妥

当
性

①
年

度
別

の
目

標
値

（
見

込
ま

れ
る

効
果

）

指
　

標
H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

最
終

年
度

目
標

a
2
0
0
0
 

2
0
0
0
 

2
0
0
0
 

2
0
0
0
 

2
0
0
0
 

住
民

ニ
ー

ズ
に

照
ら

し
た

妥
当

性

実
績

b
2
4
9
8
 

2
1
8
6
 

1
8
7
0
 

1
6
9
2
 

a
／

b
8
0
.
1
%

9
1
.
5
%

1
0
7
.
0
%

1
1
8
.
2
%

東
　

北

全
　

国

法
令

・
条

例
上

の
要

請
等

月
月

指
標

名
指

標
の

種
類

事
業

目
的

の
達

成
状

況

【
理

由
】

指
　

標
最

終
年

度

目
標

a

実
績

b

ｂ
／

ａ
事

業
の

経
済

性
の

妥
当

性

東
　

北

全
　

国
【

理
由

】

月
月

　
指

標
を

設
定

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
の

効
果

の
把

握
方

法

 
①

指
標

を
設

定
す

る
こ

と
が

出
来

な
い

理
由

 
②

具
体

的
な

把
握

方
法

 
③

把
握

し
た

効
果

　
評

価
結

果
の

当
該

事
業

へ
の

反
映

状
況

（
対

応
方

針
）

 
 
政

策
評

価
委

員
会

意
見

（
諮

問
す

る
事

業
に

つ
い

て
の

み
記

載
）

 ⑤
把

握
す

る
時

期
月

月

 
　

　
　

　
所

管
所

属
長

に
よ

る
評

価

指
標

式
　

飲
酒

運
転

や
速

度
超

過
違

反
を

取
り

締
ま

る
た

め
に

は
、

信
頼

の
で

き
る

専
用

の
取

締
り

機
材

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

　
悪

質
危

険
か

つ
迷

惑
性

の
高

い
飲

酒
運

転
や

著
し

い
速

度
超

過
違

反
に

対
す

る
住

民
の

取
締

り
要

望
は

高
く

、
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
に

も
必

要
で

あ
る

。

交
通

事
故

統
計

　
目

標
値

、
実

績
値

は
暦

年
（

１
～

1
2
月

）
の

数
値

【 理 由 】

指
標

式

　
交

通
指

導
取

締
資

機
材

等
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
で

、
飲

酒
運

転
や

暴
走

車
両

等
の

悪
質

性
、

危
険

性
及

び
迷

惑
性

の
高

い
違

反
を

効
果

的
に

取
り

締
ま

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
と

と
も

に
高

齢
者

被
害

の
事

故
防

止
を

図
り

、
交

通
事

故
を

抑
止

す
る

有
効

性
が

認
め

ら
れ

る
。

 
②

デ
ー

タ
等

の
出

典
　

適
正

か
つ

効
果

的
な

取
締

り
を

行
う

こ
と

で
、

 
ド

ラ
イ

バ
ー

の
規

範
意

識
の

向
上

が
図

ら
れ

る
な

ど
、

県
民

の
安

全
安

心
に

つ
な

が
る

。
ま

た
、

限
ら

れ
た

人
員

で
最

大
限

の
効

果
が

期
待

で
き

、
費

用
対

効
果

の
面

か
ら

も
妥

当
性

が
認

め
ら

れ
る

。

事
業

の
妥

当
性

対
応

方
針

　
悪

質
性

、
危

険
性

及
び

迷
惑

性
の

高
い

違
反

の
取

締
り

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
重

大
交

通
事

故
を

抑
止

す
る

と
と

も
に

、
安

全
・

安
心

な
交

通
環

境
が

醸
成

さ
れ

、
県

民
の

ニ
ー

ズ
と

も
合

致
し

、
そ

の
妥

当
性

は
高

い
と

判
断

で
き

る
こ

と
か

ら
現

状
維

持
で

事
業

を
継

続
す

る
も

の
で

あ
る

。
　

　

 
④

デ
ー

タ
等

の
出

典

指 標 Ⅰ

必 要 性 の 観 点

指 標 Ⅱ

有 効 性 の 観 点 効 率 性 の 観 点 総 合 評 価 　

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

成
果

指
標

業
績

指
標

当
該

年
度

中
翌

年
度

翌
々

年
度

Ａ
（
妥

当
性

が
高

い
）

Ｂ
（
概

ね
妥

当
で

あ
る

）
Ｃ

（
妥

当
性

が
低

い
）

現
状

維
持

で
継

続
見

直
し

て
継

続
休

廃
止

  
a

 c
 b

対
象

対
象

外

  
a

 b
 c

ａ
ｂ

ｃ

ａ
ｂ

ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

成
果

指
標

業
績

指
標

当
該

年
度

中
翌

年
度

翌
々

年
度

当
該

年
度

中
翌

年
度

翌
々

年
度
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